
領域 項目 目標 目標を構成する要素

ア
自らの消費が環境、経済、社会及び文化等の幅広い分野におい
て、他者に影響を及ぼし得るものであることを理解し、適切な商
品やサービスを選択できる力

１）自らの消費が与える他者への影響の理解
２）適切な商品やサービスの選択

イ
持続可能な社会の必要性に気づき、その実現に向けて多くの
人々と協力して取り組むことができる力

１）持続可能な社会の必要性の理解
２）多くの人々との協力的な取組・態度

ウ

消費者が、個々の消費者の特性や消費生活の多様性を相互に
尊重しつつ、主体的に社会参画することの重要性を理解し、他者
と協働して消費生活に関連する諸課題の解決のために行動でき
る力

１）消費者や消費生活の特性や多様性の相互尊重
２）主体的な社会参画の重要性の理解
３）他者と協働して諸課題解決のための行動

ア
商品等やサービスの情報収集に努め、内在する危険を予見し、
安全性に関する表示等を確認し、危険を回避できる力

１）内在する危険の予見
２）危険の回避

イ
商品等やサービスによる事故・危害が生じた際に、事業者に対し
て補償や改善、再発防止を求めて適切な行動をとることができる
力

１）事故・危害発生時の事業者への適切な行動

イ
契約締結による権利や義務を明確に理解でき、違法・不公正な
取引や勧誘に気づき、トラブルの回避や事業者等に対して補
償、改善、再発防止を求めて適切な行動をとることができる力

１）契約締結による権利・義務の理解
２）違法・不公正な取引・勧誘によるトラブルの回避
３）違法・不公正な事業者への適切な行動

ア
高度情報化社会における情報や通信技術の重要性を理解し、情
報の収集・発信により消費生活の向上に役立てることができる力

１）情報や通信技術の重要性の理解
２）情報の収集・発信による消費生活の向上

イ
情報、メディアを批判的に吟味して適切な行動をとるとともに、個
人情報管理や知的財産保護等、様々な情報を読み解く力を身に
付け、活用できる力

１）情報・メディアへの批判的な関わりと適切な対応
２）個人情報管理や知的財産保護等の理解
３）様々な情報の読解と活用

領域・目標から書き出した「目標を構成する要素」

適切な情報収集と選択による、将来を見通した意思決定に基づ
き、自らの生活の管理と健全な家計運営をすることができる力

１）適切な情報収集と選択・決定
２）自らの生活管理と家計運営

④情報とメディアに
関する領域

①消費者市民社会
の構築に関する領
域

②商品等やサービ
スの安全に関する
領域

③生活の管理と契
約に関する領域 ア



【技術分野】 【家庭分野】

イ

商品等やサービスによる事故・危害が生
じた際に、事業者に対して補償や改善、再
発防止を求めて適切な行動をとることがで
きる力

１）事故・危害発生時の事業者への適切な行動

１）
【公民的分野】
（２）イ
「消費者の保護」

１）
Ｄ（１）ア
「自分や家族の消費生活に関心をもち、消費者
の基本的な権利と責任について理解する」

１）
（１）エ
（エ）
「身近な場面における出来事や体験したことなど
について、自分の考えや気持ちなどを書く」

（オ）
「自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わ
るように、文と文のつながりなどに注意して文章
を書く」

イ

契約締結による権利や義務を明確に理解
でき、違法・不公正な取引や勧誘に気づ
き、トラブルの回避や事業者等に対して補
償、改善、再発防止を求めて適切な行動
をとることができる力

１）契約締結による権利・義務の理解
２）違法・不公正な取引・勧誘によるトラブルの回避
３）違法・不公正な事業者への適切な行動

３）
【第２学年】
Ｂ（２）
「社会生活に必要な手紙を書く」

１）
【公民的分野】
（２）ア
「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理
解させる」

２）・３）
【公民的分野】
（２）イ
「消費者の保護」

１）・２）・３）
Ｄ（１）ア
「自分や家族の消費生活に関心をもち、消費者
の基本的な権利と責任について理解する」

３）
（２）ア
（イ）
「実際に言語を使用して互いの考えや気持ちを伝
え合うなどの活動においては、具体的な場面や
状況に合った適切な表現を自ら考えて言語活動
ができるようにする」

④情報とメディアに関する領域

イ

ア

１）
ウ（オ）
「話の内容や書き手の意見などに対して感想を述
べたり賛否やその理由を示したりなどすることが
できるよう、書かれた内容や考え方などをとらえ
る」

３）
ウ（ウ）
「物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正
確に読み取る」

２）
Ｄ（１）ウ
「著作権や発信した情報に対する責任を知り、情
報モラルについて考える」
※内容の取扱い
（４）
ア
「情報通信ネットワークにおける知的財産の保護
の必要性についても扱う」
イ
「使用するメディアに応じて、個人情報の保護の
必要性についても扱う」

１）・３）
【第１学年】
Ｃ（１）
「文脈における語句の意味を的確にとらえ」
「文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意
見などとを読み分け、目的や必要に応じて…要旨
をとらえたりする」
「本や文章などから必要な情報を集めるための方
法を身に付け、目的に応じて必要な情報を読み
取る」
Ｃ（２）
「文章と図表などとの関連を考えながら、説明や
記録の文章を読む」
【第２学年】
Ｃ（１）抽象的な概念を表す語句や心情を表す語
句などに注意して読む」
「文章全体と部分の関係、例示や描写の効果…
などを考え、内容の理解に役立てる」
「多様な方法で選んだ本や文章などから適切な
情報を得て、自分の考えをまとめる」
Ｃ（２）
「新聞やインターネット、学校図書館等の施設など
を活用して得た情報を比較する」
【第３学年】
Ｃ（１）
「文脈の中における語句の効果的な使い方など、
表現上の工夫に注意して読む」
「文章の論理の展開の仕方…をとらえ、内容の理
解に役立てる」
「目的に応じて本や文章などを読み、知識を広げ
たり、自分の考えを深めたりする」
Ｃ（２）
「論説や報道などに盛り込まれた情報を比較して
読む」

１）情報・メディアへの批判的な関わりと適切な対応
２）個人情報管理や知的財産保護等の理解
３）様々な情報の読解と活用

情報、メディアを批判的に吟味して適切な
行動をとるとともに、個人情報管理や知的
財産保護等、様々な情報を読み解く力を
身に付け、活用できる力

３）
【第１学年】
Ｄ（１）
「目的に応じて資料を収集し、コンピュータを用い
たりするなどして表やグラフに整理し、代表値や
資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読
み取る」

【第３学年】
Ｄ（１）
「コンピュータを用いたりするなどして、母集団か
ら標本を取り出し、標本の傾向を調べることで、
母集団の傾向が読み取れることを理解できるよう
にする」

２）
【公民的分野】
（３）ア
「人間の尊重についての考え方を、基本的人権を
中心に深めさせ、法の意義を理解させる」

３）
【地理的分野】
※内容の取扱い（２）ア
「地理的な見方や考え方及び地図の作図、景観
写真の読み取りなど地理的技能を身に付けるこ
とができるよう系統性に留意して計画的に指導す
ること。その際、教科用図書「地図」を十分に活用
すること。また、地域に関する情報の収集、処理
に当たっては、コンピュータや情報通信ネットワー
クなどを積極的に活用する」

１）
※指導計画の作成と内容の取扱い（１）
カ
「辞書の使い方に慣れ、活用できるようにする」

キ
「コンピュータや情報通信ネットワーク、教育機器
などを有効活用したり、ネイティブ・スピーカーなど
の協力を得たりする」

２）
Ｄ（１）
ア
「自分や家族の消費生活に関心をもち、消費者
の基本的な権利と責任について理解する」

イ
「販売方法の特徴について知り、生活に必要な物
資・サービスの適切な選択、購入及び活用ができ
る」

ア

高度情報化社会における情報や通信技
術の重要性を理解し、情報の収集・発信
により消費生活の向上に役立てることが
できる力

１）情報や通信技術の重要性の理解
２）情報の収集・発信による消費生活の向上

※２）に関わって
「話すこと・聞くこと」および「書くこと」について、
ほぼすべての内容を位置付けることができる可
能性がある。

１）
【地理的分野】
（２）イ（エ）
「世界的視野から日本と世界との交通・通信網の
発達の様子や物流を理解させるとともに、国内の
交通・通信網の整備状況を取り上げ、日本と世界
の結び付きや国内各地の結び付きの特色を大観
させる」

（２）ウ（キ）
「地域の交通・通信網に関する特色ある事象を中
核として、それを物資や人々の移動の特色や変
化などと関連付け、世界や日本の他の地域との
結び付きの影響を受けながら地域は変容してい
ることなどについて考える」

【公民的分野】
（１）ア
「現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グ
ローバル化などがみられることを理解させるとと
もに、それらが政治、経済、国際関係に影響を与
えていることに気づかせる」

３）
【第１学年】
[数学的活動]ウ
「数学的な表現を用いて、自分なりに説明し伝え
合う活動」

【第２・３学年】
[数学的活動]ウ
「数学的な表現を用いて、根拠を明らかにし筋道
立てて説明し伝え合う活動」

２）
（２）ア
（ア）
「実際に言語を使用して互いの考えた気持ちを伝
え合うなどの活動を行う」

（イ）
「実際に言語を使用して互いの考えや気持ちを伝
え合うなどの活動においては、具体的な場面や
状況に合った適切な表現を自ら考えて言語活動
ができるようにする」

※２）に関わって
（１）の「話すこと」および「書くこと」について、ほ
ぼすべての内容を位置付けることができる可能
性がある。

１）
Ｄ
（１）
ア
「コンピュータの構成と基本的な情報処理の仕組
みを知る」
イ
「情報通信ネットワークにおける基本的な情報利
用の仕組みを知る」

２）
（２）
ア
「メディアの特徴と利用方法を知り、制作品の設
計ができる」
イ
「多様なメディアを複合し、表現や発信ができる」
（３）
ア
「コンピュータを利用した計測・制御の基本的な仕
組みができる」
イ
「情報処理の手順を考え、簡単なプログラムがで
きる」

１）
※内容の取扱い（８）
イ
「生物や大気、水などの自然環境を直接調べた
り、記録や資料を基に調べたりするなどの活動を
行う」
ウ
「「災害」については、記録や資料などを用いて調
べ、地域の災害について触れる」

２）
【第１学年】
Ａ（１）
「人との交流を通して」
「相手の反応を踏まえながら」
「相手に分かりやすい」
「相手や場に応じた」
「相手の発言を注意して」
【第２学年】
Ａ（１）
「異なる立場や考えを尊重し」
「相手の立場や考えを尊重し」
Ｂ（１）
「書いた文章を互いに読み合い」
【第３学年】
Ａ（１）
「場の状況や相手の様子に応じて」
「課題の解決に向けて互いの考えを活かし合う」
Ａ（２）
「相手を説得するために」
Ｂ（１）
「書いた文章を互いに読み合い」

１）持続可能な社会の必要性の理解
２）多くの人々との協力的な取組・態度

２）
【第１学年】
Ａ（２）
イ
「他者の立場に立って、伝えたい内容について分
かりやすさや美しさなどを考え、表現の構想を練
る」
ウ
「用途や機能、使用する者の気持ち、材料などか
ら美しさなどを考え、表現の構想を練る」

Ｂ（１）ア
「作品などに対する思いや考えを説明し合うなど
して、対象の見方や感じ方を広げる」

【第２・３学年】
Ａ（２）
イ
「伝えたい内容を多くの人に伝えるために、形や
色彩などの効果を生かして分かりやすさや美しさ
などを考え、表現の構想を練る」
ウ
「使用する者の気持ちや機能、夢や想像、造形的
な美しさなどを総合的に考え、表現の構想を練
る」

Ｂ（１）ア
「作品などに対する、自分の価値意識をもって批
評し合うなどして、美意識を高め幅広く味わう」

２）
【第１学年】
Ａ
（１）ウ
「声部の役割や全体の響きを感じ取り、表現を工
夫しながら合わせて歌う」
（２）ウ
「声部の役割や全体の響きを感じ取り、表現を工
夫しながら合わせて演奏する」

【第２・３学年】
Ａ
（１）ウ
「声部の役割や全体の響きとのかかわりを理解し
て、表現を工夫しながら合わせて歌う」
（２）ウ
「声部の役割や全体の響きとのかかわりを理解し
て、表現を工夫しながら合わせて演奏する」

１）
Ｂ（３）
「安全と衛生に留意し、食品や調理用具等の適
切な管理ができる」

Ｃ（２）イ
「家族の安全を考えた室内環境の整え方を知り」

※内容の取扱い
（２）ウ
「主として調理実習で用いる生鮮食品と加工食品
の良否や表示を扱う」

（３）ア
「既製服の表示と選択に当たっての留意事項を
扱う」

①消費者市民社会の構築に関する領
域

１）
Ａ
（２）イ
「材料に適した加工法を知り、工具や機器を安全
に使用できる」
Ｂ
（１）イ
「機器の基本的な仕組みを知り、保守点検と事故
防止ができる」
（２）イ
「製作品の組立て・調整や電気回路の配線・点検
ができる」

１）
【体育分野　第１学年及び第２学年】
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ・Ｇ（２）
「健康・安全に気を配る」
Ｄ（２）
「水泳の事故防止に関する心得など健康・安全に
気を配る」
Ｆ（２）
「禁じ技を用いないなどの健康・安全に気を配る」
Ｈ（２）ウ
「運動やスポーツを行う際は、その特性や目的、
発達の段階や体調などを踏まえて運動を選ぶな
ど、健康・安全に留意する必要がある」

【体育分野　第３学年】
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ・Ｆ・Ｇ（２）
「健康・安全を確保する」
Ｄ（２）
「水泳の事故防止に関する心得など健康・安全を
確保する」

【保健分野】
（３）
ア
「交通事故や自然災害などによる傷害は、人的
要因や環境要因など関わって発生する」
イ
「交通事故などによる傷害の多くは、安全な行
動、環境の改善によって防止できる」
ウ
「自然災害による傷害は、災害発生時だけでな
く、二次災害によっても生じる」「自然災害による
傷害の多くは、災害に備えておくこと、安全に避
難することによって防止できる」
エ
「応急手当を適切に行うことによって、傷害の悪
化を防止することができる」「応急手当には、心肺
蘇生等がある」

※１）および２）に関わって
「第３　指導計画の作成と内容の取扱い」の３に
おいて、「観察、実験、野外観察の指導において
は、特に事故防止に十分留意する」とある。

１）
※指導計画の作成と内容の取扱い
（２）
ア
「多様なものの見方や考え方を理解し、公正な判
断力を養い豊かな心情を育てる」

１）
Ｄ（１）ア
「自分や家族の消費生活に関心をもち」

※内容の取扱い（４）イ
「中学生の身近な消費行動と関連させて扱う」

３）
【第１学年】
Ｂ（１）ア
「造形的なよさや美しさ、作者の心情や意図と表
現の工夫、美と機能性の調和、生活における美
術の働きなどを感じ取り、作品などに対する思い
や考えを説明し合うなどして、対象の見方や感じ
方を広げる」

【第２・３学年】
Ｂ（１）ア
「造形的なよさや美しさ、作者の心情や意図と創
造的な表現の工夫、目的や機能との調和のとれ
た洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め、作
品などに対する、自分の価値意識をもって批評し
合うなどして、美意識を高め幅広く味わう」

１）
【公民的分野】
（２）ア
「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理
解させる」

２）
【地理的分野】
（２）エ
「身近な地域における諸事象を取り上げ、観察や
調査などの活動を行い、生徒が生活している土
地に対する理解と関心を深めて地域の課題を見
いだし、地域社会の形成に参画その発展に努力
しようとする態度を養う」
【公民的分野】
（４）イ
「持続可能な社会を形成するという観点から、私
たちがよりよい社会を築いていくために解決すべ
き課題を探究させ、自分の考えをまとめさせる」

３）
【地理的分野】
※内容の取扱い（３）エ
「自分の解釈を加えて論述したり、意見交換した
りするなどの学習活動を充実させる」
【公民的分野】
※内容の取扱い（１）ウ
「考えさせる場合には、資料を読み取らせて解釈
させたり、議論などを行って考えを深めさせたりす
るなどを工夫をする」

ウ

３）
【第３学年】
Ａ（１）
「課題の解決に向けて互いの考えを活かし合う」

１）消費者や消費生活の特性や多様性の相互尊重
２）主体的な社会参画の重要性の理解
３）他者と協働して諸課題解決のための行動

消費者が、個々の消費者の特性や消費
生活の多様性を相互に尊重しつつ、主体
的に社会参画することの重要性を理解し、
他者と協働して消費生活に関連する諸課
題の解決のために行動できる力

１）
【地理的分野】
※内容の取扱い（２）ア
「地域に関する情報の収集、処理に当たっては、
コンピュータや情報通信ネットワークなどを積極
的に活用する」

２）
【公民的分野】
（２）ア
「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理
解させるとともに、価格の働きに着目させて市場
経済の基本的な考え方について理解させる」

１）適切な情報収集と選択・決定
２）自らの生活管理と家計運営

適切な情報収集と選択による、将来を見
通した意思決定に基づき、自らの生活の
管理と健全な家計運営をすることができる
力

２）
【体育分野　第１学年及び第２学年】
Ａ
（１）ア
「仲間と交流するための手軽な運動や律動的な
運動を行う」
（２）
「分担した役割を果たそうとする」
Ｂ
（２）
「よい演技を認めようとすること、分担した役割を
果たそうとする」
Ｃ・Ｄ・Ｆ
（２）
「分担した役割を果たそうとすること」
Ｅ
（２）
「分担した役割を果たそうとすること、作戦などに
ついての話し合いに参加しようとする」
Ｇ
（２）
「よさを認め合おうとすること、分担した役割を果
たそうとする」
Ｈ
（２）
「運動やスポーツは、ルールやマナーについて合
意したり、適切な人間関係を築いたりするなどの
社会性を高める効果が期待できる」

【体育分野　第３学年】
Ａ
（１）ア
「仲間と積極的に交流するための手軽な運動や
律動的な運動を行う」
（２）
「自己の責任を果たそうとする」
Ｂ
（２）
「よい演技を讃えようとすること、自己の責任を果
たそうとする」
Ｃ・Ｄ・Ｆ
（２）
「自己の責任を果たそうとすること」
Ｅ
（２）
「自己の責任を果たそうとすること、作戦などにつ
いての話し合いに貢献しようとする」
Ｇ
（２）
「互いの違いやよさを認め合おうとすること、自己
の責任を果たそうとする」

※２）に関わって
「材料と加工に関する技術」「エネルギー変換に
関する技術」「生物育成に関する技術」は選択の
ための知識として位置付けることができる可能性
がある。

イ
持続可能な社会の必要性に気づき、その
実現に向けて多くの人々と協力して取り組
むことができる力

教科横断的な消費者教育が育むべき力の育成のための指導計画【各教科】（平成26年度版）
北海道教育大学附属函館中学校

国語

ア

自らの消費が環境、経済、社会及び文化
等の幅広い分野において、他者に影響を
及ぼし得るものであることを理解し、適切
な商品やサービスを選択できる力

※２）に関わって
【第１分野】における（１）～（７）および【第２分野】
における（１）～（７）は選択のための知識として位
置付けることができる可能性がある。

１）
【公民的分野】
（２）ア
「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理
解させる」

２）
【公民的分野】
（２）ア
「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理
解させるとともに、価格の働きに着目させて市場
経済の基本的な考え方について理解させる」１）自らの消費が与える他者への影響の理解

２）適切な商品やサービスの選択

２）
【保健分野】
（４）オ
「健康の保持増進や疾病の予防には、保健・医
療機関を有効に利用することがある」「医薬品
は、正しく使用する」

２）
【第１学年】
Ａ（２）ア
「目的や条件などを基に、美的感覚を働かせて、
構想や装飾を考え」
Ｂ（１）ア
「造形的なよさや美しさ、作者の心情や意図と表
現の工夫、美と機能性の調和、生活における美
術の働きなどを感じ取り」

【第２・３学年】
Ａ（２）ア
「目的や条件などを基に、美的感覚を働かせて形
や色彩、図柄、材料、光などの組合せを簡潔にし
たり総合化したりするなどして構想や装飾を考え」
Ｂ（１）ア
「造形的なよさや美しさ、作者の心情や意図と創
造的な表現の工夫、目的や機能との調和のとれ
た洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め」

１）
Ｄ（２）ア
「自分や家族の消費生活が環境に与える影響に
ついて考え、環境に配慮した消費生活について
工夫し、実践できる」

２）
Ｄ（１）イ
「販売方法の特徴について知り、生活に必要な物
資・サービスの適切な選択、購入及び活用ができ
る」

１）
【地理的分野】
（２）ウ（エ）
「地域の環境問題や環境保全の取組を中核とし
て、それを産業や地域開発の動向、人々の生活
などと関連付け、持続可能な社会の構築のため
には地域における環境保全の取り組みが大切で
あることなどについて考える」

【公民的分野】
（４）イ
「持続可能な社会を形成するという観点から、私
たちがよりよい社会を築いていくために解決すべ
き課題を探究させ、自分の考えをまとめさせる」

２）
【地理的分野】
※内容の取扱い（３）エ
「自分の解釈を加えて論述したり、意見交換した
りするなどの学習活動を充実させる」

※中学校学習指導要領（平成20年３月告示)の各教科における「第２　各学年の目標及び内容」から抽出した。

領域 項
目 目標 目標を構成する要素 社会 数学 理科 音楽 美術 保健体育

技術・家庭
外国語

１）
【第１分野】
（７）ウ（ア）
「自然環境の保全と科学技術の利用の在り方に
ついて科学的に考察し、持続可能な社会をつくる
ことが重要であることを認識する」

【第２分野】
（７）ウ（ア）
「自然環境の保全と科学技術の利用の在り方に
ついて科学的に考察し、持続可能な社会をつくる
ことが重要であることを認識する」

２）
【第１学年】
[数学的活動]ウ
「数学的な表現を用いて、自分なりに説明し伝え
合う活動」

【第２・３学年】
[数学的活動]ウ
「数学的な表現を用いて、根拠を明らかにし筋道
立てて説明し伝え合う活動」

②商品等やサービスの安全に関する
領域

③生活の管理と契約に関する領域

商品等やサービスの情報収集に努め、内
在する危険を予見し、安全性に関する表
示等を確認し、危険を回避できる力

１）内在する危険の予見と危険の回避ア

２）
【第１学年】
Ａ
（１）エ
「具体的な場面で正の数と負の数を用いて表した
り処理したりする」
（３）ウ
「簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具
体的な場面で活用する」
Ｃ
（１）オ
「比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説
明する」
[数学的活動]イ
「日常生活で数学を利用する活動」

【第２学年】
Ａ
（１）
「具体的な事象の中に数量の関係を見いだし、そ
れを文字を用いて式に表現したり式の意味を読み
取ったりする能力を養うとともに、文字を用いた式
の四則計算ができるようにする」
（２）ウ
「簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれ
を具体的な場面で活用する」
Ｃ（１）エ
「一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明す
る」
[数学的活動]イ
「日常生活で数学を利用する活動」

【第３学年】
Ａ
（１）ウ
「具体的な場面で数の平方根を用いて表したり処
理したりする」
（３）エ
「二次方程式を具体的な場面で活用する」
Ｂ
（１）オ
「相似な図形の性質を具体ｔ系な場面で活用す
る」
（２）イ
「円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用
する」
（３）イ
「三平方の定理を具体的な場面で活用する」
Ｃ
（１）エ
「いろいろな事象の中に、関数関係があることを
理解する」
[数学的活動]イ
「日常生活で数学を利用する活動」



ア

自らの消費が環境、経済、
社会及び文化等の幅広い
分野において、他者に影響
を及ぼし得るものであるこ
とを理解し、適切な商品や
サービスを選択できる力

１）自らの消費が与える他者への
影響の理解
２）適切な商品やサービスの選択

ウ

消費者が、個々の消費者
の特性や消費生活の多様
性を相互に尊重しつつ、主
体的に社会参画することの
重要性を理解し、他者と協
働して消費生活に関連する
諸課題の解決のために行
動できる力

ア

商品等やサービスの情報
収集に努め、内在する危険
を予見し、安全性に関する
表示等を確認し、危険を回
避できる力

１）内在する危険の予見と危険の
回避

イ

商品等やサービスによる事
故・危害が生じた際に、事
業者に対して補償や改善、
再発防止を求めて適切な
行動をとることができる力

１）事故・危害発生時の事業者へ
の適切な行動

ア

適切な情報収集と選択によ
る、将来を見通した意思決
定に基づき、自らの生活の
管理と健全な家計運営をす
ることができる力

１）適切な情報収集と選択・決定
２）自らの生活管理と家計運営

イ

契約締結による権利や義
務を明確に理解でき、違
法・不公正な取引や勧誘に
気づき、トラブルの回避や
事業者等に対して補償、改
善、再発防止を求めて適切
な行動をとることができる
力

１）契約締結による権利・義務の理
解
２）違法・不公正な取引・勧誘によ
るトラブルの回避
３）違法・不公正な事業者への適
切な行動

ア

高度情報化社会における
情報や通信技術の重要性
を理解し、情報の収集・発
信により消費生活の向上に
役立てることができる力

１）情報や通信技術の重要性の理
解
２）情報の収集・発信による消費生
活の向上

イ

情報、メディアを批判的に
吟味して適切な行動をとる
とともに、個人情報管理や
知的財産保護等、様々な
情報を読み解く力を身に付
け、活用できる力

１）情報・メディアへの批判的な関
わりと適切な対応
２）個人情報管理や知的財産保護
等の理解
３）様々な情報の読解と活用

※中学校学習指導要領（平成20年３月告示)の道徳における「第２　内容」から抽出した。

１）持続可能な社会の必要性の理
解
２）多くの人々との協力的な取組・
態度

１）
４（２）公徳心及び社会連帯の自覚を高め、よりよい社会の実現に努める。
４（８）地域社会の一員としての自覚をもち郷土を愛し、社会に尽くした先人や高齢者に尊敬と感謝の念を深
め、郷土の発展に努める。
４（９）日本人としての自覚をもって国を愛し、国家の発展に努めるとともに、優れた伝統の継承と新しい文化
の創造に貢献する。
４（10）世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献する。

２）
２（２）温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対して思いやりの心をもつ。
２（３）友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合う。
２（５）それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解して、寛容の心をも
ち謙虚に他に学ぶ。

２）
１（１）望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進を図り、節度を守り節制を心掛け調和のある生活を
する。

２）
４（１）法やきまりの意義を理解し、遵守するとともに、自他の権利を重んじ義務を確実に果たして、社会の秩
序と規律を高めるように努める。

④情報とメディアに関す
る領域

③生活の管理と契約に
関する領域

②商品等やサービスの
安全に関する領域

１）
２（６）多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分があることに感謝し、それにこたえる。
４（２）公徳心及び社会連帯の自覚を高め、よりよい社会の実現に努める。

①消費者市民社会の構
築に関する領域

１）消費者や消費生活の特性や多
様性の相互尊重
２）主体的な社会参画の重要性の
理解
３）他者と協働して諸課題解決の
ための行動

１）
２（４）男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。
２（５）それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解して、寛容の心をも
ち謙虚に他に学ぶ。

２）
１（３）自立の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してその結果に責任をもつ。
４（２）公徳心及び社会連帯の自覚を高め、よりよい社会の実現に努める。
４（４）自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め、役割と責任を自覚し集団生活の向上に努め
る。

３）
２（２）温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対して思いやりの心をもつ。
２（３）友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合う。
２（５）それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解して、寛容の心をも
ち謙虚に他に学ぶ。

イ

持続可能な社会の必要性
に気づき、その実現に向け
て多くの人々と協力して取
り組むことができる力

教科横断的な消費者教育が育むべき力の育成のための指導計画【道徳】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年度版）

北海道教育大学附属函館中学校
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